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作業所患者自治会の

ススメ 
補遺であり発意として 

本身乃発意願文として 

Dグループのミナサンへの 
飽くまで、 

「作業所患者自治会のススメ」として 

「患者自治会を作り維持するために」として 
しかしながら、『ノウハウ』なんてモノには為り様も無く 

飽くまで【D】グループの諸君に 

飽くまで【所謂言うトコロの】発達障害を【自称し】 

精神病とはチガウと言いつのり、発達障害を 

【利用し胡坐をかいている】諸君に対してのものであり、 

そしてそれは、当然のことに、所謂云うトコロの発達障害概

念の批判として、『無仁義アクジ犯』への激烈な糾弾と為り、 



「本編 作業所患者自治会のススメ」への補遺続編原稿であ

るとともに、真剣なる「本身乃発意願文」なのである 

 

 誰だって、「出て行ってくれ」と言うのは嫌なものである。誰だって「来ないでく

れ」 と言うのは嫌なものなのである。だから、この項を書くにあたって「迷い」

がアッタ。そしてその「迷い」が、この項の意味を分からなくしてしまった。だか

ら「補遺であり発意として 続 作業所患者自治会のススメ」として、稿を改め

て、想いっきって、想うトコロの存念を赤裸々に、「エバッチは見た」から、書く

ことにしたのである。まずは「本編の素稿」にコウ書いてあって、そして消した

のである。 

 

  悪いけれどもあなたたちは、AグループBグループCグループが必死になっ

て作っている精神病者の患者自治会には来ないでください。あなた方が来れ

ば、結局は、リクツでもって不和をバラ撒き、不仁義と嘘でもって混乱させ、ま

るで官僚のような作文でもって支配することになる。ハッキリ言う。あなたたち

が【自称として】発達障害を言うのであれば、発達障害の会を作ってくれ。その

方が良い。なんとなれば、リクツジャないんデスヨ、コレは、、、なんとなれば、

精神と知的の卓球大会を見ればいい。みんなが愉しく卓球をやっているとき

に、あなた方のような発達を自称する異様に動きに切れがある、クスリも飲ん

でいないような、ゲンキもある連中が、しんどい病者をしんどい障害者を食い

物にして、エラい試合で強いやないの。だいたいトップをとるのはハッタツ系

や。だから、この作業所の患者自治会でも、あなたたちは弱い病者たちを支

配するだけに終わるだろう。それだけではない。Cグループの専門職すら、何

やかんや言うていつの間にか、言い込めて、良いように使っている。恐ろしい

ことだ。 

 そう、だからこそ、あなたたちを押さえるのは、支援者たるCグループの最大

の大事な大事な役目なのです。スタッフこそがこの手のＤグループにダメを出

さなければならないんですよ。ナンとなれば、リクツじゃないんですよ、コレは。

例えば、えばっちはこの文章の前に「作業所患者自治会を目指しませんか」と

云う文章を書きました。その中に、こんな一節があったはずです。「なーーーあ

ーーんやえばっち、そんなことは試したで。試して上手く行かんかったんや」と

云う一節があったはずです。これ実はえばっちは何人かの方が、あるいは、



何箇所かの方が「作業所患者自治会」や「たまりば学習会参加者自治会」「反

差別運動体内患者自治会」を作ろうとし、実際やろうとし、実際にシッパイし、

ポシャって行ったことを見ているからです。そして、その時はこのように文章化

できなかったのですが、今なら文章化できます。なぜ、その取り組みがシッパ

イしていったか。何故、タイヘンな事態を招いてしまったのか。 

 それは、こういうものに取り組もうとした時点で、実は、Ｄグループの無仁義

なやりようを、人を人とも思わぬ、とんでもないやり口によって、Ａグループや

Ｂグループの病者たちが支配され、さらに言えば、不和をまき散らされ、もっと

言えば、まるで権力闘争のようなヘゲモニー争いのようなＤグループのやり様

にみんなが疲れ、やる気のあった作ろうとした作業所の職員さんや看護婦さ

んや看護士さんたちが、「あの人たちも当事者だから言えんわ」とＤグループ

の無仁義なやり様を止めなかったからなのでした。根性を叩きなおすつもりで

止めるべきでした。今ならえばっちはコトの経緯を文章化できると想います。

でも、細かいことは書けない。大事なことなのに、たくさんの病者のなかまたち

や、やる気のあったスタッフのみなさんたちのことを考えると、そう軽々には詳

細を書いたり言ったりできません。だからこの項にえばっちの『エバッチは見

た』と云う結論だけを、これから自治会を作る皆さんに言っておきたいと想いま

す。Ｄグループのミナサンには、引き取ってもらってください。どうしてもと言う

のなら、「Ａ＞Ｂ＞Ｃ＞Ｄ」を徹底的に守るように徹底して言って下さい。あっ、

これは、Cグループのみなさんに言うべきことでしたかね。ともあれ、宜しくお

願い致します。 

 

 たしかに、此れダケでは、ダメだ、とそう想う。ホントウのコトを赤裸々に語っ

てはいない、キレイ事に為りかかっていると、ソウ想う。だから、「エバッチは見

た」をでき得る限り、例えばのハナシとして、例えばとして、もう少し、書いてみ

ようと、想う。ドコに繋がっていくか、惧れを感じながらである。畏れている。恐

れている。ドコに向かうかは、もはや分かっているのだから、、、、、ドウすれば

ヨカッタのだろうか、、、 

 

 ただ、その前に、一点、言わずもがなのコトだけれども、以

下の点をハッキリと言っておきたい。『健病者』と言ってきた

ことに近いのではあるが、『神経症やノイローゼや神経過



敏』と言われてイル、キタみなさんは『なかま』なのである、

と。えばっち的には『所謂言うトコロの発達障害』とは、想っ

ていないのである。だから『健病者』と云うコトバを生み出し

たのである。 

 神経の過敏や得意不得手の差が激しかったり、音や匂い、カビの匂いが取

れない、スプーンに鉄の味を感じてしまう、雑音を拾い過ぎてしまう、光がまぶ

しすぎたり、原色が眼に突き刺さってきたり、次から次へとコトバが湧き出ちゃ

ったり、一定の決まった動作ややり方ににこだわり過ぎたり、ソレをしないと次

の行動に進めない等々で、生活出来なくなってきたり、学校や家庭や会社

や、村や町に居ずらく為ったり、クルシカッタり、病院や施設に閉じ込められた

り、感覚の過敏や、清潔の強迫や戸締りの強迫などで苦しんでいる人達も多

いと想う。えばっちは、これらのなかまたちを『所謂言うトコロの発達障害』だと

は想っていない。『自閉症』や、『ノイローゼ』や『神経症』『強迫神経症』等々で

苦しんでいる皆さんは、なかまなのである。良かったら、ドンドン、来てもらい

たいと、想うのである。ただし、『健病者』的側面もあるので、オモたい精神病

患者さんに配慮はしてもらいたい、とそう想うのである。えばっちだって、聴覚

過敏と鍵の戸締り確認強迫神経症に憑りつかれて、苦しんでいるのである。

これはこれで苦しい。よくわかる。自分もそうだから。病理的にはよくわからな

いが、躁うつ病の上に、この確認強迫神経症と聴覚過敏が重なっている。自

宅の冷蔵庫のコンセントは引き抜いているのである。あのブーーンと云うコン

プレッサー系の音に耐えられないからである。冷蔵庫はコンセントを入れない

ので、夏場はなかなかシビアーな暮らしである。国鉄はマダしも地下鉄に乗る

のは苦行である。耳栓は手放せない。隣のベランダのクーラーの室外機のウ

ォンウォンの音には、クルシメられてきた。夏場はツライ。なかま達は、よく知

っていてくれているのである。だから、実は、感覚の過敏や強迫神経症のシン

ドさは、よくわかるのである。 

 だから例えば、『躁鬱病がなく』『精神分裂もなく』この強迫神経症のような症

状や感覚の過敏で苦しんでいる人達がいたら、我々のような在り方が、我々

が目指しているような在り様が、『キーサン患者会』『地を這う患者会』『作業所

患者自治会』のような在り様が、良いのであれば、どうぞ来てください、と、心

から言いたいのである。でも、でも、己が『健病者』的側面を見つめながら、精

神分裂病圏のなかまたち、躁鬱病圏のなかまたち、病歴の長いなかまたち、



入院歴の長いなかまたち、入院の回数が多いなかまたち、苦労を重ねてきた

薬もオモくクチもオモい年長のなかまたちを尊敬し、尊重し、配慮し、その上

で、仲良く楽しく暮らしましょう、セーカツして生きましょう、と言いたいのであ

る。さらに言えば、本当に重篤な『自閉症』の人たちは、Ａグループに近い人た

ちだとえばっちは想っている。だから、ボクたちがちゃんとなかまとしてやれる

かどうかは分からないけれども、Ａグループに最も近いなかまたちと、想うの

である。 

 そして、敢えて書く。ムカシのコトバを大事にした方が良い。先人たちの苦労

と、知恵と、哀しさと、怨念と、想いとセーカツが詰まっている。この点でも、こ

ういうことを分かりにくくしてしまったのが、『所謂言うトコロの発達障害』概念

の最大の愚かしさであると、想う。 

 

 さて、いよいよ、「エバッチは見た」を書いてみたいと、想

う。 

長くクルシい物語である。この物語は、この原稿を手渡させて頂くことが出

来たなら、おそらくは、みなさん方の方で、もし、もし、『思い当たるフシ』に思い

当たり、「アノ時のアレはナンだったのだろう」と思い続け、今現在も「コレって

ナンなの」と不審に思われていたとしたら、まさに、その物語であろう、と、えば

っちは想っているのである。そして、リクツとしてコの物語を書いているのでは

なくして、今後その『思い当たるフシ』に出くわすことに為ったらドウしたらよい

のか、、、あるいは、そうあの時の『思い当たるフシ』に、何時のタイミングで、

ダレが、ドノように、ドウ言って、『出て行ってもらうべき』であったのか、悔恨と

悔しさと涙の、悔し涙とともに、想い出されてくる物語なのである。つまるとこ

ろ、この物語は、『何時のタイミングでドウ言い出すべきであったのか』の、今

後、患者自治会を目指すにあたって、避けては通れないゲンジツのモンダイ

を赤裸々にし、考え抜き、想い抜くために語られるのである。 

 最初は、素晴らしい仲間が来たと思うのである。素晴らしい

通所者の当事者のリーダーに為れそうな好感の持てる人物

が来たと思うのである。最初は、これでついに当所も『当事

者主体』を実質的に担保できる時が来たと思うのである。 



 ぴかぴか光っているのである。素晴らしく理論的に弁も立つのである。文章

を書かせれば、学者か行政官僚のような文書が書けるのである。パソコン仕

事も上手いのである。一見、仲間たちの相談にも乗っているようなのである。

そして、そうこうしているうちに、なんだか知らないうちに、ヘンなことになってく

ることに気付くのである。ワサワサしだすのである。ナンダカ、喧嘩が不和が

嘘が多くなってくるのである。しかも、それは今までのキーサンならではの憎し

みのおしくらまんじゅう『ニクマン』とは違うのである。 

ナニかがチガウのである。この時点で、その違和感とナニ

かが違うということが、なかなか言葉として出て来ないので

ある。そうこうしているうちに、ドンドン事態は進行していき、

そこが患者会であろうが、作業所であろうが、運動体内学習

会であろうが、とにかく、ナニかがおかしくなってくる。それを

どうにかしようとして、スタッフたちが忙しくなってくる。無駄な

忙しさである。それは忙しくなったスタッフが一番感じてい

る。何とかしなければならないと思う。 

この時点でもまだ、素晴らしい、ぴかぴか光った仲間が来てくれているのだ

から、ナントカここの通所者の中の役員やリーダーになってくれないかとも思

う。だからますます一所懸命に話を聞き、サポートしようとする。いつの間に

か、『巻き込まれ』てしまっている。そして、スタッフとして、あるいは仲間とし

て、妙に視野が狭まってくる。いつの間にか、訴えの質が変わってくる。いつ

の間にか、良い様に利用されているのだが、それに気が付かない。それを気

をつけないようにさせているのは、一見のうわべダケの素晴らしさなのだが、

なかなかそれに気が付かない。 

 要求は、訴えは、どんどんエスカレートしていく。議員や弁

護士や学会の学者を紹介してくれ、あるいは、兎に角偉い人

に会うように、あるいは、学会のようなケバい場所に連れて

行くように、とばかり言われたりする。『なかま』や『たまりば』

より『運動』の方が『エライ人に会う』コトの方が『議員』が『弁



護士』の方が、ソンなに大事なのかとも、言いたくなってくる

のである。 

そのうち、今度は、自分専用の秘書のようなスタッフや、運転手のようなス

タッフが、必要だと、それとなくほのめかすようになってくる。このようなことを

言い出した時には、このような状態にいつの間にかその場所がなっている。そ

の場が、そうなるために、後から見えることだけれども、その場では、その時

は、なんだか知らないが、そういう場に為り、為らせ、維持するために、そのた

めに、嘘と不和が撒き散らされながら、いつの間にか、自分より弱い病者を支

配し、良いように使っていることになる。本当にそうなのだ。ビックリする。しか

も、弱いオモタいシンドい病者たちは、自分の病を押して、そいつの役に立とう

とする。やばい状況に立ち至った時は、ナントカしてやろうと想うようになってく

るのである。それで、スタッフとそいつが意見が対立するようなときに、間に立

ってやるようなことまでしようとする。そして、病状が崩れて来るのである。疲

弊が始まる。 

 どんどん、状況は悪化する。ますます、図に乗ってくる。い

つしか、人を人とも思わぬ態度が鮮明になってくる。人の気

持ちを分かっていないのではないか、と思えるような言動が

目立ってくる。だからますます嘘が増えていく。そして、スタッ

フたちは、二つに分かれていくようになる。気が付いて、この

状況を何とかしようとするスタッフたちと、全く気が付かず、

そいつの言いなりになることが『当事者主体』である、素晴ら

しい活動家とともにやっているのである、と云う騙されたスタ

ッフたちである。 

スタッフ間に不和が撒き散らされる。やらなければならないことは、どんど

ん、増えていく。しかもそいつは、理屈は超一流、頭は素晴らしく良く、そう、ま

るで学者のような、役人のような、なのである。しかも、このぐらいになると、実

は、オモたい病者たちが事態の進行に気付き始める。何故なら、そいつに手

がかかり過ぎ、スタッフたちがモノ言わぬオモタいシンドい分裂病圏の病者た

ちの相談や生活の支援がおろそかになってくるのである。しかも、そのおろそ

かになったが故に、生活がままならなくなってきた病者も、まだ、そいつに期待



を抱いているようなのである。病者たちはドンドン疲弊してくる。スタッフ側もド

ンドン疲弊してくる。ところが、人を人とも思わぬ態度によって、不和と嘘とでも

って、実は、真の友達というものはできていないことが、だんだん、明らかにな

ってくる。だから、スタッフ側も病者側も気が付いた人たちと、気が付いていな

い人たちに分かれていく。 

 ところが、そんなことは二年も三年も続かない。そのうち

に、大きな大きなタイヘンな仲間たちの死に直結するような

事件が勃発する。事故のような事件かもしれない。ところ

が、その事件を糊塗するために、さらなるウソと不和とがま

き撒き散らされる、ついには不義・・・無仁義と言えるような

状況に立ち至る。 

ここまでくると、気が付かなかったスタッフたちも、巻き込まれ過ぎ、余裕が

なくなりすぎ、状況と事件によっては『鬱的な神経症』みたいになってくるスタッ

フたちも出てくる。ますます、オモタい病者たちに支援の手が届かなくなり、再

入院者や病状を崩すなかまたちが増えてくる。そいつは、我関せずのように

何も感じていないかのように、自分のことだけを進めようとする。さすがに、こ

こら辺でみんなが気づく、なかまたちにとっては、そいつがジブンだけがエラく

為ったり、学者や活動家や何らかの名分を得るためだけに、そのためダケに

利用されたんだと云うことに気が付いてくる。そして、本当に友達と言えるのか

どうかわからなくなる。そういえば、最初から、トモダチは要らなかったように

思える言動ダッタと気付く。 

 裁判がやりたくて、弁護士が必要だっただけ。その法廷に傍聴人が必要だ

っただけ。何かの文章を発表するのに、有名な雑誌媒体が必要だっただけ。

何かをやるための名分の御立派な組織が必要だっただけ。学会の理事会や

評議員になりたくて、その推薦してくれたり紹介してくれたりするスタッフが必

要だっただけ。そう、だから、通所者のオモタい病者の友達は、ハナッからい

なかったのだ。友達になる気はなかったのだ。 

だから、よく考えてみると、自分にとって利用価値のある

人間にだけ話をしていたはずである。そして、そう云うことが

バレないように、上手く、立ち回らんがために、ウソや誹謗や



中傷や不義や不和が必要だったのだ。だから、一見、良さそ

うに見えながら、非情な冷たさや冷酷さや、さらには、その場

でヘゲモニーを握るために想像を絶するような汚いやり口の

ヘゲモニー争いのようなことが為されていたことに気付くの

である。 

オモタい病者たちは、ただ単に利用されただけではない、バカにされ、否

定され、虐められ続けられていたことに、やっと気付く。ところが、それに気付

いたたときには、もはや遅い。ナニかの重大なジケンがおきてしまう。再入院

者は出ている。死人も出ているかもしれない。そして、その場が実質上たまり

場としての機能を失い、崩壊寸前であることに何人かは愕然とするであろう。

その時に、恐怖を、想像を絶するような「こんなニンゲンもいたんだ」「いるん

だ」という絶望と暗闇と後悔に苛まれることになる。 

 ところがこれでコトは終わらない。 

 この状況を改善して、再度やり直そうとしたときに、その動

きを潰そうと、今度はなりふり構わず襲ってくるのである。 

 何故か、再度やり直そうとしたときに自然と、そいつのやり

様ややり口を明らかにするところから出発せざるを得ないか

らである。だからなりふり構わず潰そうと躍起になる。 

ところが、それが再構築しようとする側にはなりふり構わずというように見え

るのだけれども、実は、計算ずくのとてつもない冷徹な、例えば、第三者機関

や適正化委員会やあるいは刑事法廷や民事法廷、さらには警察、そしてネッ

ト上のアカウント停止審査委員会や、市役所や県庁などを駆使した、しかも、

その時には、何かの学会の役員などになっており、その学会も、あるいは、ス

タッフ側が何かの専門職の場合、その専門職能性の学会や協会の監査委員

会や倫理委員会などの、ありとあらゆる権力機構を利用とするのである。そし

てここまでくれば、これを外から見ている人達からは、まるで、そいつが『正義

の改革活動家』のように見えたりもし、ということは逆に、その場をまるで掌中

の珠のように、時間をかけてじっくりと育て上げてきた仲間たちとともに、重た

い病者たちとともに、スタッフたちとともに、まるで自分の子どもの様に、自分



の人生を賭けて守ろうとしている側が、打倒されなければならない悪の施設

や専門職や作業所のように見えたりシテしまうのである。 

 これが、一つの典型例である。このような『無仁義なヤタラ

とヤカラ』な連中が、当事者として自分たちの名分として最

大限利用しているのが、『ハッタツ障害』なのである。だか

ら、『発達障害』に反対している。 

 だから、申し訳ないことながら、作業所患者自治会から『ハッタツ障害』のミ

ナサンは出て行ってくれという言い方になってしまう。勿論、そういう人たちば

かりでないことは分かっている。キーサンとして、十分分かっているつもりなの

である。だから、そういう人たちは、分裂病圏や躁鬱病圏のなかま達に配慮し

てくれるなら、一緒にやって行こうと言いたいのである。 

 だから、だからこそ、上記のような『無仁義アクジ犯』があまりにも当事者とし

て『ハッタツ障害』を名分とするので、『発達障害』に反対せざるを得ないので

ある。しかもさらに言えば、この点に関しては、また別項で書かなければなら

ないのだけれども、書くつもりなのだけれども、さらに言えば、この『所謂言うト

コロの発達障害』概念そのものが、上記のような『無仁義アクジ犯』を良いもの

だとするような方向性を打ち出しているのだと想う。だから、この『所謂言うトコ

ロの発達障害』概念そのものが、『無仁義アクジ犯』たちを力づけ、勇気づけ、

再復活を遂げさせていると想う。「再」と書いたのは、ムカシから、こういうヒト

たちはいたからである。いたが、パシーーンんと「ええ加減にせなあかんぞ。こ

のマンマなら出て行け！」と言えたのである。もちろん、みんなで話し合いを重

ねた上でのことではあるのだが、、、それが言えなくなったのは、まさしく、この

『所謂言うトコロの発達障害』概念そのものの持つ恐ろしいところであり、「再」

と書いた所以である。そう、『所謂言うトコロの発達障害』概念に胡坐をかき、

『我々も障害当事者だ』と云うワケなのだ。 

 だから、そう、これらの無仁義な行動を『所謂言うトコロの発達障害』概念が

正当化してしまうのである。その最初の第一歩が、「コミュニケーションに障害

があるので、人の話は聞きません」「人のことは知りません」「人の気持ちなん

て理解しなくてもいいんです」「自分だけに支援者が付けばいいです」「好きな

ことだけします」「能力があるので、その能力を花開かせたいです」「そのため

のサポートチームが要ります」「その上で、責任はとりません」「しかも、友人は

いりません」「人と付き合いません」「でも、自分にとって必要な人は、いりま



す」「挨拶もしません」「年長者も病気のオモタイ人も、弱い人も、関係ありませ

ん」「これが何で嘘なんですか？」「嘘だという証明をしてください」「こちらは、

学者が学問が第三者委員会が裁判所が学会が、正当だと認めています」「間

違いだと言うのなら、そちらが証明してください」「最後に、これが正義だ、と言

わせてもらいます」「こうやるのは、これが正義だからです」「間違っているのは

そちらだ」と云うカタチで、『所謂言うトコロの発達障害』概念に胡坐をかいて、

好き放題、不和をバラまき、ウソをつき、どうも自分だけは右肩上がりの人生

が歩めると思っているのが、そのためなら、ナンでも利用するものは利用する

と云うのが『無仁義アクジ犯』の『ハッタツ障害者』なのである。ハッキリ言う。

作業所患者自治会からは出て行ってほしい。来ないでほしい。それは、サロン

自治会でも、デイケア自治会でも、一緒である。もう一層のこと、『無仁義アク

ジ犯』の『ハッタツ障害者』だけで会を作ってほしい。 

 ところがそうはならない。なんとならば、利用する相手がいないからである。 

 喰い物にする相手がいないからである。だから、我々はそいつらが利用でき

るような対象にならないことが、最大の防御策である。 

 つまり、『キチガイのキーサンのオモタい病者中心の潰れかかった、汚い、

風呂も入らない、口の意地汚いキーサンばかりが集まって、どこからも相手に

されていない』もんで、こいつらもう利用のしようがない、と云うのが最大の防

御策である。ところがそうもいかない。ドウイウワケダカ、こいつらが利用した

いような名分や、ナンなのか分からないが、こちらはトンと解らぬが、ナニかが

あるらしく、利用しようとして来るのである。更には、今回、新しく『意識的に』、

作業所内にデイケア内にサロン内に、精神病者自身の通所者自身の病者自

身の患者自身の自治会を作ろう、と言い出したのである。 

 これが、もしかしたら『意識的な』精神病者運動としては、

最初の動きかも知れない。上手く行かないこともあろうが、

みんなで、掌中の珠のように信頼関係を構築し合って、ナン

トカナントか、もし上手く行きかけたら、それこそ、利用するに

もってこいの名分となるだろう。いや、来るのは確実なので

あろう。まさに『利用するために来る』のである。 

 



 だから、あえて、誰だって言いたくないことを言っている。誰だって、「来ない

でくれ」、と言うのは嫌なものである。誰だって、「出て行ってくれ」なんて、言い

たくはない。だから、この原稿を書くのを迷いに迷った。しかし、書かなければ

ならないと想い、なんと、「自治会のススメの続編」として、書かして頂いた。老

婆心で書いたものとは想わないで頂きたいのである。「エバッチは見た」ので

ある。『所謂言うトコロの発達障害』概念が流行り出す前から、「エバッチは見

た」のである。皆様のご意見を待ちたいと想う。そして、このコトがナニに繋が

っていってしまうか、ナヤミに悩み抜いた末に、書いているのである。そして、

最終的には、このような、具体的なケツロンに達するのである。今後『通所者

患者自治会』『通院患者自治会』を目指そうとする、全てのABCグループのな

かまのみなさんに想い続け、考え抜いていただきたい、一つの視点なのであ

る。 

想い続け、悩み続け、そして、 

言わなければならない時には、コウ言わなければならない

と、えばっちは、想うのである。 

  

 『オモタい病者や知的障害者や、お年寄りや、弱い人たち

を、自分より下の存在と見下し、利用して、なかま達みんな

の集う大事なたまり場を作業所を自分の権力行使の場とし

て支配し利用しようとするヒトは、発達障害であろうが、知的

障害であろうが、精神病者であろうが、個人として、ヒトとし

て、自治会にふさわしくはない、ということで、そう言っていけ

ばいい、、、そう言っていかなければならない、、、シンドくて

も、、、』 

 

 

2019/12/1 精神病患者会前進友の会やすらぎの里作業所 

 キーサン革命の鬼 えばっち  江端一起 

 



【追記】 

できますれば、「本編 作業所患者自治会のススメ」「作業所患者自治会を目

指しませんか」と「患者会とはナンなのだ」を読んで頂ければと想います。長い

文章ですが、宜しくお願い致します。「えばっちのホームページ乾坤一擲」より

ＰＤＦとしてダウンロードできるようになっておりますので、宜しくお願い致しま

す。特に「患者会とはナンなのだ」の「❷患者会の構成A>B>C|D」を読んで頂

ければありがたいです。宜しくお願いいたします。 

 

 

 


